別紙
遺伝子組換え実験計画（概要）
（１）クローン化あるいは導入予定の核酸に関する情報
	対象区分
	遺伝子の名称等
	核酸供与体
（生物の和名及び学名）
	別表第２※における区分あるいは動物・植物の区分
	核酸の種類（ゲノムDNA,cDNA等）
	同定・未同定の区別
	特記事項

	Ａ
	GDP-L-ガラクトースホスホリラーゼ
	シロイヌナズナ(Arabidopsis thaliana)
	植物
	cDNA
	同定
	

	Ｂ
	GDP-D-マンノースエピメラーゼ
	シロイヌナズナ(Arabidopsis thaliana)
	植物
	cDNA
	同定
	

	Ｃ
	ノパリン合成酵素プロモーター(NOS-Pro)
	アグロバクテリウム(Rhizobium radiobactor)
	１(１)
	プラスミドDNA
	同定
	

	Ｄ
	カナマイシン耐性遺伝子   (NPT II)
	大腸菌
(E. coli)
	１(１)
	プラスミドDNA
	同定
	

	Ｅ
	ノパリン合成酵素poly(A)付加配列(NOS-ter)
	アグロバクテリウム(Rhizobium radiobactor)
	１(１)
	プラスミドDNA
	同定
	

	Ｆ
	35Sプロモーター
	カリフラワーモザイクウイルス(CaMV)
	１(５)ロ
	ウイルスゲノムDNA
	同定
	

	Ｇ
	rbcsプロモーター
	トマト(Lycopersicon esculentum)
	植物
	プラスミドDNA
	同定
	

	Ｈ
	E8プロモーター
	トマト(Lycopersicon esculentum)
	植物
	プラスミドDNA
	同定
	


※　核酸供与体が特定されない場合や多数の遺伝子を用いる場合等においては、必要に応じて別紙に詳細に記載。
※　各宿主にとって外来遺伝子となるものについては、ベクター上に既に存在する遺伝子及び機能遺伝子断片（プロモーターやエンハンサー等）の全てを記載。（市販のウイルスベクター等についても、宿主にとって外来遺伝子となるものを全て記載。）
※　「研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令の規定に基づき認定宿主ベクター系等を定める件」（平成16年文部科学省告示第７号）の別表第２を参照。
（２）宿主－ベクター系
	対象区分
	宿　主
（学名・系統名等）
	ベクター
（名称や由来等）
	認定・未認定の別（認定宿主－ベクター系の場合にはその名称と別表第１※における区分）
	特記事項

	ア
	大腸菌　K12由来株
(Escherichia coli)
	pGWB6401
(ColE1系)
	認定宿主—ベクター系
(EK1系)
B1
	

	イ
	アグロバクテリウム(Rhizobium radiobactor)
	pGWB6401
(RK2系)
	認定宿主—ベクター系
(Rhizobium属細菌)

B1
	

	ウ
	トマト
(Solanum lycopersicum)
	pGWB6401
(RK2系)
	未認定宿主ベクター系
	


※　宿主・ベクター系については必要に応じて別紙に詳細に記載。
※　ベクターについては、構成及び機能遺伝子断片等についてその由来や機能を含めて別紙に詳細に記載・説明すること。
※　「平成16年文部科学省告示第７号」の別表第１を参照。
（３）実験ごとの（１）と（２）の組合せ
	実験番号
	（１）における対象区分
	（２）における対象区分
	物理的封じ込めレベル（拡散防止措置）
（下表から該当するものを選択して記入）

	Ⅰ
	A,B,C,D,E,F,G,H,I,J

	ア
	P1

	Ⅱ
	A,B,C,D,E,F,G,H,I,J

	イ
	P1

	Ⅲ
	A,B,C,D,E,F,G,H,I,J

	ウ
	P1P


※　物理的封じ込めレベル（拡散防止措置）
	Ｐ１　，　Ｐ２　　，Ｐ３　　　　　　　　Ｐ１Ａ　，Ｐ２Ａ　，Ｐ３Ａ　，特定飼育区画
Ｐ１Ｐ　，Ｐ２Ｐ　，Ｐ３Ｐ，特定網室　　ＬＳＣ　，ＬＳ１　，ＬＳ２
その他（特例で認められている事項を記載すること。）


（４）上記封じ込めレベル（拡散防止措置）と判断する根拠
	（３）における実験番号
	根拠（具体的に記入）

	Ⅰ
	核酸供与体および宿主が全てクラス１であり、供与核酸は全て同定済みで病原性および伝達性に関与しないことから、第５条一のイの規定に従いP１と判断される。

	Ⅱ
	核酸供与体および宿主が全てクラス１であり、供与核酸は全て同定済みで病原性および伝達性に関与しないことから、第５条一のイの規定に従いP１と判断される。

	Ⅲ
	核酸供与体および宿主が全てクラス１であり、供与核酸は全て同定済みで病原性および伝達性に関与しないことから、第５条四のハの規定に従い、宿主（クラス１）の分類に従ってP１Pと判断される。


（５）遺伝子組換え生物等の実験終了後の措置
	関連遺伝子を導入したE. coliとR. radiobactor は以降の研究のために、凍結保存する。組換え植物種子については、冷蔵庫に保管する。


（６）遺伝子組換え生物等の特性・管理等　　（※　該当する項目は全て記入すること。）
	※１
核酸供与体の特性及び生物学的リスク
	シロイヌナズナは通常の植物であり、CaMVは植物ウイルスで、ヒトに対する毒性、病原性は認められていない。トマトは農作物として栽培されており、生物学的リスクはない。核酸供与体として用いる微生物は全てヒトに対する毒性、病原性は認められていない系統を用いる。

	※２
供与核酸の特性
	＊＊や＊＊＊は同定済み遺伝子であり、シロイヌナズナ、トマト由来の遺伝子であり、＊＠＊をコードしていると考えられる。上記全ての遺伝子について、ヒトに対する毒性、病原性は知られていない。

	※３
ベクターの特性（伝達性、宿主依存性を含む）
	pGWB6401は、植物導入用ベクターであり、伝達性がない。カナマイシン耐性がある。


	※４
宿主の特性（遺伝子交換範囲とその機構を含む）
	大腸菌は、ヒトに対して病原性のない株を用いており、全ての微生物実験は認定宿主ベクター系である。伝達性のないプラスミドを用いるので、近縁種との間でプラスミドは伝達されない。トマトにおいては、交配によってのみ同種間で遺伝子交換が行われる。

	※５
遺伝子組換え生物等の特性（宿主との相違を含む）
	大腸菌とアグロバクテリウムにおいては、宿主に抗生物質耐性が付与されるが、病原性や伝達性等は変化しない。トマトにおいては、シロイヌナズナ由来遺伝子が発現する。

	※６
組換え動植物作出時におけるDNA導入の段階及びその方法
	アグロバクテリウムを介して植物核ゲノム中に遺伝子を導入する。この組換え細胞から不定芽経由で植物個体を再生する。


	※７
大量培養実験に係る組換え微生物の封じ込め措置、組換え動植物又は組換え体を接種した動植物の封じ込め措置（拡散防止措置）
	組換え植物は個体毎にポットに植え、閉鎖系栽培室で栽培する。

	※８
個体管理方法
	個体毎にポット栽培を行い、鉢の下には水受け皿をおいて余分な潅水を集める。この余剰潅水はオートクレーブ処理する。開花時に風等によって花粉が飛散する恐れのある場合には、インキュベーターに入れるか袋かけ等をして花粉飛散を防止する。

	※９
個体の子孫と管理方法
	組換え当代と同様の管理を行う。


	※10

遺伝子組換え生物等の不活化の方法
	全てオートクレーブ処理により不活化する。


参考資料
１　トマトに導入するベクターの構造図
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Pnos：Nosプロモーター
NPTII：カナマイシン耐性遺伝子

Tnos：Nosターミネーター

E8：E8プロモーター
CaMV35S：CaMV35Sプロモーター

rbcs：rbcsプロモーター
２　使用スペースについて

	実験ベンチスペース(*1)
	一面

	培養スペース等(*2)
	シャーレ50枚分

	栽培スペース(*3)
	ワグネルポット　中　２０個

	本学で実験ベンチを必要とする期間
	２週間

	本学で栽培・培養スペースを必要とする期間
	１ヶ月


(*1)：実験ベンチ何面分（一面=幅300cm,奥行75cm)あるいは具体的に必要なベンチスペースが判るように予定で結構ですので記載をお願いします。
(*2)：同時に何枚のシャーレでの培養が必要か等、なるべく具体的に必要な培養スペース等が判るように予定で結構ですので記載をお願いします。
(*3)：同時にどれくらいの鉢をどのくらいの量、栽培が必要か等、なるべく具体的に必要な栽培スペースが判るように予定で結構ですので記載をお願いします。記載してください。
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